
ＩＰネットワーク

遠隔集中管理システムの構築例 （エネルータ採用ケース）

◆サーバと、モニタ・キーボード・マウスとの
間の、業界標準規格の信号を取り出して
伝送

◆画像信号軽減化技術の開発

⇒管理システムのメーカーや仕様に関係
なく、 遠隔集中管理が可能
・システム構築費用を低減
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メーカーは同じだが
仕様が異なる

Point！
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